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　平成29年度から、ゆず農家の収穫時期における人手不足の解消や関係人口創出を目的にワーキングホリデー
事業を実施しています。今年度は12人の参加があり、大豊作となった今年も村の大きな力となりました。 

馬路村ふるさとワーキングホリデー



令和6年度村の決算令和6年度村の決算令和6年度村の決算

災害復旧事業費
41,961千円（1.8％）

維持補修費
14,449千円（0.6％）

積立金
328,640千円（14.1％）

繰出金
特別会計への繰出金
109,006千円（4.7％）投資および

出資金
960千円（0.0％）

扶助費
給付金・児童手当など
20,500千円（0.9％）

物件費
消耗品費・通信運搬費・委託料など
544,758千円（23.3％）

補助費等
中芸広域連合負担金・
各種団体への補助金など
358,330千円（15.3％）

人件費
職員給与・手当など
375,736千円（16.1％）

普通建設事業費
林道や村道の整備などの
公共事業
265,511千円（11.3％）

公債費
借金の返済金
279,194千円（11.9％）

村 税
村民税・固定資産税など
132,694千円（5.4％） その他

負担金・使用料など
34,464千円（1.4％）

繰入金
基金の取り崩し
284,866千円（11.6％）

諸収入
寄付金・繰越金など
411,993千円（16.7％）

その他の交付金など
地方消費税交付金
地方譲与税など
72,764千円（3.0％）

国庫支出金
村が行う事業に対する
国からの負担金や補助金
230,232千円（9.3％）

県支出金
村が行う事業に対する
県からの負担金や補助金
58,272千円（2.4％）

村 債
村が事業を行うため
に借りたお金
163,929千円（6.7％）

地方交付税
所得税や酒税などの国税を基準
に地方へ配分される交付金
1,073,941千円（43.5％）

　令和6年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、2，463，155千円で、前年度の2，619，
291千円に比べ、156，136千円（6．0％）の減額となっています。歳出決算額は、2，339，045千円で、前年度2，510，
017千円と比べ170，972千円（6．8％）の減額となっています。

令和6年度一般会計の歳入歳出決算額

歳入の状況
（2,463百万円）

歳出の状況
（2,339百万円）

　歳入が減額となった主な要因は、前年度からの繰越金や基金の取り崩しによる繰入金の減によるものであり、
歳出が減額となった主な要因は、基金への積立の減や普通建設事業費の減によるものです。

自主財源
864,017千円
　（35.1％）

依存財源
1,599,138千円
　（64.9％）

義務的経費
675,430千円
　（28.9％）その他の経費

1,356,143千円
　（58.0％） 投資的経費

307,472千円
　（13.1％）
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　令
和
7
年
9
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で

の
4
日
間
、「
シ
ン
・
家
庭
医
道
場
in
馬

路
村
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
道
場
は
民
泊
を
メ
イ
ン
に
、高
知
大

学
医
学
部
医
学
科
・
看
護
学
科
の
学
生

が
実
際
に
地
域
に
赴
き
、
人
々
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
地
域
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
で
、

地
域
指
向
性
の
あ
る
医
療
従
事
者
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
19
人
の
学
生
が
参
加
し
、
10

家
庭
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
し

な
が
ら
、
日
中
は
村
内
の
事
業
所
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
林
業
や
飲
食
店
、
農

業
の
現
場
、温
泉
、社
会
福
祉
協
議
会
、学

校
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
度
は
9
月
開
催

と
な
り
、
こ
の
時
期
に
し
か
体
験
で
き
な

い
川
釣
り
や
敬
老
会
に
も
参
加
し
ま
し

た
。敬
老
会
で
は
「
生
き
生
き
と
暮
ら
す

た
め
の
認
知
症
の
お
話
」
と
題
し
た
講
話

も
行
い
、
ク
イ
ズ
形
式
で
終
始
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
も
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　将
来
、
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事

者
と
な
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
域

の
人
々
を
知
り
、
暮
ら
し
を
知
る
こ
と

は
、
地
域
医
療
を
行
う
上
で
非
常
に
重
要

で
す
。今
回
の
経
験
や
感
じ
た
こ
と
を
忘

れ
ず
、患
者
に
寄
り
添
え
る
医
療
従
事
者

を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
し

て
、
将
来
本
村
の
医
療
に
関
わ
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
住
民
の

皆
さ
ん
、
村
内
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
お
忙

し
い
中
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
健
康

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲川釣りを体験

▲敬老会にて学生による講話

▲ホストファミリーとお菓子作り ▲杉の家で調理や配膳を体験

シ
ン
・
家
庭
医
道
場
in
馬
路
村
2025

シ
ン
・
家
庭
医
道
場
in
馬
路
村
2025

シ
ン
・
家
庭
医
道
場
in
馬
路
村
2025

馬
路
村
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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【
パ
ネ
ル
・
写
真
展
】

　10
月
25
日
（
土
）
に
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
や
な
せ
運
営
協
議
会
が
主
催

の
魚
梁
瀬
ダ
ム
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
魚
梁
瀬
多
目
的
施
設
を
メ
イ
ン

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　魚
梁
瀬
ダ
ム
が
完
成
し
、
丸
山
台

地
へ
移
転
し
て
60
年
を
数
え
る
節
目

を
記
念
し
、
パ
ネ
ル
展
は
魚
梁
瀬
多

目
的
施
設
の
大
ホ
ー
ル
に
、
写
真
展

は
杉
の
家
の
和
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　パ
ネ
ル
展
で
は
、
魚
梁
瀬
の
成
り
立

ち
や
伝
説
、
戦
国
時
代
に
搬
出
さ
れ

た
魚
梁
瀬
杉
と
魚
梁
瀬
地
区
の
当
時

の
生
活
、
魚
梁
瀬
を
訪
れ
そ
の
後
の
馬

路
村
へ
影
響
を
与
え
た
著
名
人
に
関
す

る
内
容
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、
訪
れ
た

方
々
は
熱
心
に
見
入
って
い
ま
し
た
。

【
映
像
上
映
会
】

　「
魚
梁
瀬
の
60
年
」
と
題
し
た
記
録

映
像
の
上
映
会
（
約
37
分
）
は
、
地
区

の
方
を
主
役
に
当
時
の
情
景
を
思
い

返
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
形
式
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　ダ
ム
に
沈
む
前
の
旧
集
落
の
生
活

様
式
や
生
活
の
一
部
で
あ
っ
た
森
林

鉄
道
の
古
写
真
も
映
像
の
中
に
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　沈
む
前
を
知
る
地
域
の
方
だ
け
で

な
く
、
協
力
隊
で
来
た
人
や
現
役
中

学
生
の
コ
メ
ン
ト
も
収
ま
っ
て
お

り
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

当
時
の
情
景
を
目
に
し
た
来
場
者
か

ら
は
、
懐
か
し
む
声
や
現
在
の
生
活

と
の
違
い
を
共
有
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま

れ
、
未
来
へ
記
憶
を
つ
な
ぐ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　生
活
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ

ら
ず
魚
梁
瀬
地
区
に
対
す
る
熱
い
思

い
が
感
じ
ら
れ
る
上
映
会
と
な
り
ま

し
た
。

【
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
】

　上
映
会
後
は
、
歴
代
高
知
新
聞
中

芸
支
局
長
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
。
4
人
の
方
に
登
壇
い
た
だ
き
、

就
任
さ
れ
て
い
た
当
時
の
お
話
、
ダ

ム
湖
で
開
催
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
、
今

も
続
く
山
村
留
学
制
度
の
思
い
出
な

ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　住
民
と
の
対
話
と
な
っ
た
際
に

は
、
今
後
の
魚
梁
瀬
地
区
と
馬
路
村

が
存
続
、
発
展
し
て
い
く
た
め
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
熱
い
討
論
が
交
わ
さ

れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
終
了
後
は
、
魚
梁
瀬
地
区

50
周
年
記
念
の
際
に
考
案
さ
れ
た

「
ダ
ム
カ
レ
ー
」（
写
真
：
左
）
が
、
今

回
、
杉
の
家
の
指
定
管
理
者
で
あ
る

「
魚
梁
瀬
盛
り
上
げ
隊
ふ
う
の
木
」
の

協
力
に
よ
り
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

【
最
後
に
】

　今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し
ま
し

た
が
、
2
月
に
完
成
予
定
の
魚
梁
瀬

地
区
の
旧
集
落
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

ジ
オ
ラ
マ
の
お
披
露
目
会
を
3
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

　魚
梁
瀬
ダ
ム
60
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★

★

★

★魚梁瀬ダム 60 周年  記念 イベント 開催！

広報うまじ346号 ——— （4



　
9
月
27
日
（
土
）
に
魚
梁
瀬
小
中

学
校
運
動
場
に
て
、
魚
梁
瀬
小
中
学

校
と
魚
梁
瀬
地
区
の
合
同
大
運
動
会

が
行
わ
れ
、
小
中
学
校
は
、
紅
白
2

チ
ー
ム
、
地
区
は
丸
山
、
電
源
開
発

株
式
会
社
と
森
林
管
理
署
の
連
合
、

農
協
、
役
場
の
4
チ
ー
ム
で
競
技
を

行
い
ま
し
た
。
9
月
の
終
わ
り
で
も

ま
だ
ま
だ
日
中
は
暑
く
、
競
技
の
途

中
に
給
水
タ
イ
ム
や
運
動
場
入
り
口

に
あ
る
雲
梯
に
ミ
ス
ト
を
設
置
す
る

な
ど
、
熱
中
症
対
策
も
万
全
。

　
小
中
学
校
の
競
技
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
動
き
ぶ

り
に
大
人
た
ち
か
ら
歓
声
が
湧
き
、

地
区
の
競
技
で
は
、
序
盤
か
ら
役
場

チ
ー
ム
が
ト
ッ
プ
を
走
り
、
他
3
チ

ー
ム
が
追
う
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
の
成
績
発
表
で
は
、
地
区
は
2

位
が
丸
山
と
農
協
で
並
び
、
く
じ
引

き
に
よ
る
順
位
決
定
を
行
い
ま
し

た
。
1
か
ら
10
の
数
字
が
書
か
れ
た

箸
を
引
き
、
先
に
農
協
が
6
点
、
次

の
丸
山
は
な
ん
と
10
点
を
引
き
当

て
、
大
歓
声
が
魚
梁
瀬
に
響
き
渡
り

ま
し
た
！

　
成
績
は
、
小
中
学
校
は
紅
組
が
、

地
区
は
役
場
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
運
動
会
終
了
後
に
は
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
100
人
を
超
え
る
参
加
者
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　
電
源
開
発
株
式
会
社
主
催
の
ふ
れ

あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月
24
日

に
馬
路
小
中
学
校
体
育
館
で
、
25
日

に
は
魚
梁
瀬
多
目
的
施
設
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
電
源
開
発
株
式
会
社
が
地
域
の

人
た
ち
へ
の
日
頃
の
感
謝
の
意
を
込

め
て
全
国
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

魚
梁
瀬
地
区
が
丸
山
台
地
に
移
転
し

て
60
年
の
節
目
の
年
に
こ
こ
馬
路
村

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
バ
イ
オ
リ

ン
奏
者
に
よ
る
演
奏
と
歌
声
は
会
場

に
響
き
渡
り
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
ひ
と
時
を
来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々

と
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
映
画
「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
」
の
楽
曲
や
、
ジ
ブ
リ
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
挿
入
歌
の
メ
ド
レ
ー
演
奏
の

ほ
か
、
バ
イ
オ
リ
ン
に
つ
い
て
、
使

用
素
材
や
演
奏
法
、
価
値
な
ど
詳
し

い
お
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
両
会
場
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
校
歌
が
演
奏

さ
れ
、
児
童
生
徒
が
生
演
奏
を
バ
ッ

ク
に
歌
う
な
ど
普
段
経
験
で
き
な
い

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
開
催
に
あ
た
り
、
主
催
い

た
だ
き
ま
し
た
電
源
開
発
株
式
会
社

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

う
ん
て
い

▲声援を受けながらの玉入れ

▲静かに闘志が燃える土佐の一本釣り

▲ふれあいミニコンサート（魚梁瀬多目的施設）

令和７年度魚梁瀬小中学校・魚梁瀬地区民合同大運動会
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　令和8年10月25日（日）から本県で初めて開催される国民文化祭「よさこい高知文化祭2026」のプレ年度
として、住民の方々への周知とともに気運を高めるため、本年度は10月に開催しました。
　作品展は、馬路保育所、村内小中学校児童生徒、一般の方々のたくさんの出展により、今年もにぎやかに
展示ができました。中でも洋画の部では、第79回高知県美術展覧会で褒状を受賞された出展作品もあり、
見ごたえのある作品が並び、また一角では、高知県立清水高等学校写真部1年生が、馬路村に夏季合宿
された際に撮影した、高校生の感性が新鮮に感じられる写真パネルがコーナーを彩りました。
　同時開催した「武政健夫ガラス彫刻展～光と影が刻む透明の世界～」には、村外からも来場者が訪れ、
豊かな表現力、高い技術力の芸術作品を鑑賞する機会となりました。

▲「古雑貨屋にて」 宮﨑夏緒さん
県展褒状に輝いた作品で、レトロな雑貨や
ビンテージ食器など古民家商店に陳列さ
れた商品が細かく描かれています。

▲美術館さながらに展示されたガラス彫刻展

第53回馬路村文化祭
  10月26日（日）・27日（月）

　
10
月
26
日
に
、
馬
路
村

文
化
祭
と
合
わ
せ
て
第
14

回
馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◎
防
災
食
試
食
会

　
防
災
食
は
災
害
時
食
料

の
入
手
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
備
え
、
平
常
時
か

ら
備
蓄
し
て
お
く
保
存
食

で
す
。
各
家
庭
で
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
防
災
食
備
蓄
の

参
考
と
な
る
よ
う
防
災
食

の
試
食
お
よ
び
防
災
食
の

み
で
作
成
し
た
献
立
レ
シ

ピ
を
配
布
し
ま
し
た
。
試

食
で
は
よ
う
か
ん
と
焼
き

鳥
が
人
気
で
し
た
‼

◎
お
い
し
い
弁
当
の
販
売

　
馬
路
村
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
に
よ
る
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
出
来
た

て
の
弁
当
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
レ
シ

ピ
も
配
布
さ
れ
、
野
菜
を

多
く
摂
取
す
る
コ
ツ
な
ど

を
啓
発
し
ま
し
た
。

◎
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
販

売
と
お
菓
子
の
配
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
収
入
は
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

◎
豚
汁
の
炊
き
出
し

　
災
害
時
を
想
定
し
て
赤

十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き

出
し
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
豚
汁

は
、
参
加
者
に
無
料
で
提

供
さ
れ
、
好
評
で
し
た
。

　

　
10
月
12
日
、
馬
路
地
区

村
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
各
地
区
対
抗
で
行
わ
れ

る
運
動
会
は
、
綱
引
き
、

リ
レ
ー
、
玉
入
れ
と
い
っ

た
定
番
競
技
か
ら
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
関
門
を
突
破
す
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
合
戦
、
そ

の
ほ
か
テ
ー
プ
を
引
き
、

つ
な
い
で
長
さ
を
競
う
年

齢
問
わ
ず
参
加
で
き
る
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

で
順
位
を
争
い
ま
す
。

　
朝
日
出
・
日
浦
地
区
が

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切

り
、
数
十
年
ぶ
り
の
優
勝

に
向
か
っ
て
奮
闘
す
る
な

か
、
ほ
か
の
地
区
が
追
う

展
開
と
な
り
ま
し
た
。
ど

の
競
技
も
白
熱
し
た
結

果
、
最
後
に
影
地
区
が
巻

き
返
し
を
図
り
、
優
勝
を

収
め
ま
し
た
。
運
動
会
終

了
後
は
、
各
地
区
で
懇
親

会
も
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
交
流
を
深
め
、
笑
顔

と
歓
声
が
広
が
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
交
流
は
、
防
災

面
に
お
い
て
も
重
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

よ
り
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
笑
顔
溢
れ
る
運
動
会

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
14
回

 

馬
路
村
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令和7年度
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催
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し
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は
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の
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が
困
難
と
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に
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、
平
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で
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の
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蓄
の
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よ
う
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の
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お
よ
び
防
災
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の

み
で
作
成
し
た
献
立
レ
シ

ピ
を
配
布
し
ま
し
た
。
試

食
で
は
よ
う
か
ん
と
焼
き

鳥
が
人
気
で
し
た
‼

◎
お
い
し
い
弁
当
の
販
売

　
馬
路
村
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生
活
改
善
推

進
協
議
会
に
よ
る
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
出
来
た

て
の
弁
当
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
レ
シ

ピ
も
配
布
さ
れ
、
野
菜
を

多
く
摂
取
す
る
コ
ツ
な
ど

を
啓
発
し
ま
し
た
。

◎
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
販

売
と
お
菓
子
の
配
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
収
入
は
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

◎
豚
汁
の
炊
き
出
し

　
災
害
時
を
想
定
し
て
赤

十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き

出
し
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
豚
汁

は
、
参
加
者
に
無
料
で
提

供
さ
れ
、
好
評
で
し
た
。

　

　
10
月
12
日
、
馬
路
地
区

村
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
各
地
区
対
抗
で
行
わ
れ

る
運
動
会
は
、
綱
引
き
、

リ
レ
ー
、
玉
入
れ
と
い
っ

た
定
番
競
技
か
ら
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
関
門
を
突
破
す
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
合
戦
、
そ

の
ほ
か
テ
ー
プ
を
引
き
、

つ
な
い
で
長
さ
を
競
う
年

齢
問
わ
ず
参
加
で
き
る
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

で
順
位
を
争
い
ま
す
。

　
朝
日
出
・
日
浦
地
区
が

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切

り
、
数
十
年
ぶ
り
の
優
勝

に
向
か
っ
て
奮
闘
す
る
な

か
、
ほ
か
の
地
区
が
追
う

展
開
と
な
り
ま
し
た
。
ど

の
競
技
も
白
熱
し
た
結

果
、
最
後
に
影
地
区
が
巻

き
返
し
を
図
り
、
優
勝
を

収
め
ま
し
た
。
運
動
会
終

了
後
は
、
各
地
区
で
懇
親

会
も
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
交
流
を
深
め
、
笑
顔

と
歓
声
が
広
が
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
交
流
は
、
防
災

面
に
お
い
て
も
重
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

よ
り
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
笑
顔
溢
れ
る
運
動
会

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
14
回

 

馬
路
村
ふ
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が
開
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さ
れ
ま
し
た

令和7年度
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馬路村農協アンテナ店umaji 敷地内において
「どっぷり！馬路村Pop up Festa」を開催しました！

馬路村農協アンテナ店umaji 敷地内において
「どっぷり！馬路村Pop up Festa」を開催しました！

　
10
月
5
日
（
日
）
、
高
知
市
内
に
あ
る
馬
路
村

農
協
ア
ン
テ
ナ
店
の
敷
地
内
に
て
、
『
ど
っ
ぷ

り
！
馬
路
村
P
ｏ
ｐ
　
ｕ
ｐ
　
F
e
s
t
a
』
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
初
の
想
定
を
は
る
か
に
上
回
る

約
500
人
も
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
馬
路
村
の
2
大
産
業
で
あ
る

「
ゆ
ず
」
と
「
林
業
」
を
軸
に
、
飲
食
や
体
験
、

交
流
を
通
し
て
馬
路
村
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

い
、
新
た
な
馬
路
村
フ
ァ
ン
の
獲
得
を
目
指
し
て

今
年
度
か
ら
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
と
し
て
来
場
者
に
ゆ
ず

飲
料
が
振
る
舞
わ
れ
、
ご
っ
く
ん
早
飲
み
大
会
や

大
人
気
の
農
協
女
性
部
の
ち
ら
し
寿
司
、
ア
ン
テ

ナ
店
で
の
ご
っ
く
ん
ソ
フ
ト
の
販
売
な
ど
、
馬
路

村
自
慢
の
ゆ
ず
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
は
飲
食
だ
け
で
は
な
く
、
体
験
で
き

る
催
し
物
も
多
数
用
意
し
ま
し
た
。

　
村
内
で
開
催
さ
れ
て
い
た
山
師
達
人
選
手
権
大

会
の
競
技
の
一
つ
で
も
あ
る
木
挽
き
競
争
大
会
で

は
、
林
業
大
学
校
や
電
源
開
発
株
式
会
社
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
直
径
約
30
㎝
の
丸
太
を
切
り
落
と
す

タ
イ
ム
を
競
い
、
汗
と
笑
顔
で
会
場
を
熱
く
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
馬
路
村
森
林
組
合
の
職
員
ら
で
構
成

し
た
村
の
山
師
チ
ー
ム
を
差
し
置
い
て
、
林
業
大
学

校
の
1
組
が
圧
倒
的
な
タ
イ
ム
で
優
勝
し
ま
し
た
。

担
い
手
不
足
が
深
刻
な
林
業
業
界
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
若
者
た
ち
が
、
切
っ
た

丸
太
の
よ
う
に
林
業
の
未
来
も
切
り
開
き
、
山
を

元
気
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
お
子
さ
ま
連
れ

の
ご
家
族
を
中
心
に
、
細
め
の
丸
太
を
使
用
し
た

丸
太
切
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
村
産
材
を
使
用
し

た
木
製
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、
行
列
が
途

絶
え
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
者
に
配
布
し
た
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
の

木
製
う
ち
わ
も
、「
あ
お
ぐ
度
に
木
の
い
い
香
り
が

す
る
」
と
、
用
意
し
た
200
枚
が
す
ぐ
に
な
く
な
る
な

ど
、
大
好
評
で
し
た
。
普
段
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い

ノ
コ
ギ
リ
や
木
材
に
触
れ
る
こ
と
で
、
木
の
ぬ
く
も

り
や
林
業
の
大
変
さ
、
自
然
の
恵
み
の
あ
り
が
た

み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
高
知
市
内
に
在
住

の
方
々
を
中
心
に
馬
路
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
名
に
も
あ
る

「
P
ｏ
ｐ
　ｕ
ｐ
」に
は
、「
突
然
出
現
す
る
」と
い
う

意
味
が
あ
り
、ま
た
別
の
場
所
で
の
開
催
も
考
え
て

い
ま
す
。た
だ
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、

オ
ー
ガ
ニッ
ク
の
取
り
組
み
や
村
の
産
業
の
歴
史
な

ど
、
馬
路
村
に
つい
て
も
っ
と
知
って
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
来
村
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
工
夫
も
し

な
が
ら
今
後
も
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

よ
う
な
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民生委員・児童委員は地域の相談相手です
ご
存
じ
で
す
か
、

　
　民
生
委
員

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の

地
方
公
務
員
で
あ
り
、
地
域
の

暮
ら
し
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
無
償
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
歴
史
は
古
く
、

大
正
７
年
に
創
設
さ
れ
て
か
ら

100
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
民
生
委
員

は
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る

相
談
・
支
援
を
行
う
児
童
委
員

も
兼
任
し
て
お
り
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
地
域
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
３
年
で
、
今
年
12
月

１
日
に
全
国
で
一
斉
改
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
を

　し
て
い
る
の
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し

て
、
担
当
地
区
の
見
守
り
活
動
・

安
否
確
認
や
行
事
へ
の
参
加
、

介
護
や
子
育
て
、
消
費
者
問
題

と
い
っ
た
困
り
ご
と
の
相
談
対

応
や
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
と
し
て
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に

　ご
相
談
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

活
動
に
は
法
律
に
基
づ
く
守
秘

義
務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
に
関

す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

私たちが「民生委員・児童委員」「主任児童委員」です

民生委員・児童委員

任期：令和７年12月1日～令和10年11月30日 上段は担当地区

主任児童委員 例えばこんなとき・・・
　〇高齢で一人暮らしのため、生活が不安
　〇家族の介護で悩んでいる
　〇育児やしつけで悩んでいる
　〇虐待が疑われる様子を見かけた
　〇役場に相談する前に身近な人に相談したい

お問い合わせ先：馬路村民生委員・児童委員協議会事務局（馬路村社会福祉協議会内）

電話番号： ⑧42－1020　までご相談ください
※民生委員・児童委員の中でも、
児童福祉を専門に担当します。

魚梁瀬地区馬路地区
渡辺　知恵大野　一幸

日浦地区
乾　陽子

影地区
小松　智子

相名地区
乾　栄美

相名地区
石橋　惠美

東川・中ノ川地区
清岡　眞治

魚梁瀬地区
梶原　朝香笹岡　昌二

朝日出地区
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これから増えてくる感染症
代表的存在　　　インフルエンザウイルス

＜やっぱり大切、感染予防＞

＜予防接種（ワクチン）＞

＜それでもかかったら・・・「ほかの人にうつさないこと」が重要＞

　インフルエンザの感染力はとても強く、このような対策を行っていても家庭内の誰かにうつって
しまうことがあります。家族の一人一人がインフルエンザ対策に取り組むことが大切です。

　13歳未満の小児は、十分な免疫を得るために原則2回の接種が必要です。
　免疫がつくまで1～2週間程度かかり、効果は3カ月ほど持続するといわれて
います。
　必要なタイミングで予防接種を受けましょう。
　診療所でも3月末まで予約を受け付けています。

　熱が下がっても、2日程度はほかの人にうつす可能性があることを頭に置いておきましょう。
　インフルエンザの治療には、抗インフルエンザウイルス薬というものがありますが、発症し時間が
たつと、この薬がつかえなくなってしまうこともあります。
　また検査キットは、発症して間もないとウイルス量が少なく、陰性の判定になることがあります。
　休診日（土・日・祝日を除く）でも電話での相談は看護師が対応しますので、お気軽にご相談くださ
い。

ご相談は、診療所または役場健康福祉課まで
馬路診療所 TEL：⑧44－2010
健康福祉課 TEL：⑧44－2112
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赤
ち
ゃ
ん
万
歳

　澤　智咲さん（相名）
　　令和7年1月21日生
（保護者　芦澤拓哉さん・穂波さん）

 あしざわ　    ち さき

　
こ
ん
に
ち
は
！

　
う
ま
じ
の
パ
ン
屋
さ
ん
の
孫
の
、
芦
澤
智
咲
で
す
。

　
智
咲
の
名
前
は
、
智
い
（
賢
い
）
、
笑
顔
が
咲
く
女
の
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
パ
ン
食
デ
ビ
ュ
ー
は
、
じ
ぃ
じ
が
私
用
に
作
っ
て
く
れ
た
小
さ
な
バ

ゲ
ッ
ト
で
し
た
。
今
で
は
、
バ
ゲ
ッ
ト
も
ま
る
パ
ン
も
大
好
物
で
す
！

　
父
ち
ゃ
ん
に
似
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
実
は
父
ち
ゃ
ん
と

ば
ぁ
ば
も
顔
が
似
て
る
の
で
、
ば
ぁ
ば
、
父
ち
ゃ
ん
、
私
と
親
子
３
代
で
似

て
い
ま
す
。

　
う
ま
じ
の
パ
ン
屋
さ
ん
や
、
お
散
歩
で
見
か
け
た
時
は
、
ぜ
ひ
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ね
！

ヤナセ支所で働いている西田
さん、植田さんに声をかけてい
ただき、自然物を使った製作
をしてきました！

なに描こうかな～？

自由製作！

時計づくり！

数字や絵を描いたり
木の実を乗せたり…

お外で木の実をたくさん
見つけたよ！

く
り
〜

ど
ん
ぐ
り
〜

ひっつき虫がいっぱいくっついた～

見かけた際はぜひ声を

かけてくださいね！

つなげたり並
べたり

積み上げたり
…

５歳児　やなせ散策日

キラキラと笑
顔かがやくう

まじっこ

芦
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　ニュージーランドの映画産業は、小
さなクリエイティブ・コミュニティから
世界的に評価される制作拠点へと進
化してきました。雄大な自然の風景と
高い技術力を誇る人材によって、同
国は映画芸術の象徴的存在となり、
国内外の映画制作者や観客を魅了
しています。
　世界の注目を集めたのは、『ロー
ド・オブ・ザ・リング』三部作の成功

でした。この作品はニュージーランドの壮大な自然だけでなく、Wētā FXのよう
な地元スタジオの技術力を世界に示しました。その後も、『ア
バター：ウェイ・オブ・ウォーター』や『パワー・オブ・ザ・ドッ
グ』などの国際的大作や、多くのインディペンデント映画が制
作・撮影され、産業はさらに発展しています。
　ニュージーランド政府は、助成金制度や制作インフラへの
投資を通じてこの成長を支えています。また、国内の教育機関
や研修プログラムが新しい世代の映画制作者、編集者、特殊
効果アーティストを育成しています。自然美、優れた人材、そし
て最先端の技術が融合したこの国は、大作から小規模作品ま
で、あらゆる映画制作に理想的な場所となっています。

　パイク釣り
　冬が近づくにつれ、私の住む
イングランドの地域でこの時期
によく知られている「パイク釣
り」についてお話ししたいと思い
ます。
　パイクは淡水の川、湖、貯水
池に生息する肉食魚です。体長
はおよそ50～100センチ、体重は
2～7キログラムほどに成長しま
すが、さらに大きな個体が釣り
上げられた例もあります。パイク

は非常に素早く、力強く、攻撃的な魚です。魚だけでなく、カモやネズミ、さらには白鳥までも襲って食べること
が知られています。食料が不足すると、仲間を食べる「共食い」に走ることさえあります。
　イングランドでは、パイク釣りに法的な禁漁期は設けられていませんが、多くの釣り人は10月初旬から3月中
旬までを最も良いシーズンと考えています。パイクは釣り上げるのが非常にスリリングな魚として知られていま
す。スピード、力強さ、そして激しい気性により、一匹を仕留めるまでの攻防はまさに真剣勝負です。水面から
勢いよく跳ね上がることもあり、岸に引き上げた後でも、その鋭い歯には十分注意が必要です。
　私自身、パイク釣りを体験したのは一度だけですが、それは本当に忘れられない経験となりました。

ニュージーランド映画産業

ALT（外国語指導助手）
ジョーンズ・ジョセフ

（Jones Joseph Robert Michael）

CIR（国際交流員）
ヒパンゴ・ウィレム
（Hipango Wiremu Kingi）

ALT（外国語指導助手） ＆ CIR（国際交流員） コーナー

▲跳ね上がるパイク

▲ロード・オブ・ザ・リングの銅像

▲ロード・オブ・ザ・リングのロケ地（ホビトン）
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問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）
☎：0887－30－1865　　FAX：0887－30－1866
メール：yuzurintetsu＠mk.pikara.ne.jp
H　 P：https://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

　10月２5日（土）・26日（日）に岡山県倉敷市で開催された日本遺産フェスティバルに参加しました。
　日本遺産フェスティバルは全国の日本遺産地域が集まって情報発信するイベントで、オープニングセレ
モニーでは、倉敷市の日本遺産の構成文化財「下津井節」の演奏・演舞、株式会社QuizKnockの伊沢拓司
さんの基調講演、倉敷の過去・現在・未来についてのトークセッションなどが行われました。
　各日本遺産地域がそれぞれPRを行う会場では、パンフレット配布、ワークショップ、試飲・試食、地場産品
やオリジナルグッズの発売・頒布など多種多様なPRが行われ、多くの方が楽しんでいました。日本遺産ゆず
とりんてつは、構成文化財の写真を展示しながら、パンフレットの配布、オリジナルグッズや中芸地域の商
品の販売を行いました。「高知は何度も行ったことがあるけれど、こんなところがあるなんて」と次回の旅行
先として前向きに考えてくれていそうな方が何人もいらっしゃいました。
　各日本遺産に関する公開講座やテーマ別のミニシンポジウムも行われ、2日間で5万人の来場があった
そうで、たくさんの方に日本遺産ゆずとりんてつを知っていただけたのではないかと思います。

【日本遺産フェスティバル in倉敷に参加しました】

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol. 101 ～
日本遺産　第 3号認定　登録番号 051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

公開講座の様子 会場を練り歩き、ご利益を授ける「素隠居」

ＰＲブースの様子 多くの来場者でにぎわいました

・Facebook・HP ・Instagram ・ガイドコース
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12月・1月 むらの行事予定12月・1月 むらの行事予定
1　　月

1 木 魚梁瀬地区新春走り初めピッタリタイムレース
元日

2 金 馬路地区新春走り初めピッタリタイムレース
馬路村成人式（集会センターうまなび）13：30～

3 土

4 日

5 月

6 火 有害物収集

7 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

8 木 村内小中学校始業式

9 金 古紙回収（魚梁瀬）

10 土

11 日

12 月 成人の日

13 火 リサイクル収集

14 水

15 木 どんど焼き（丸山公園）

16 金

17 土 第41回馬路村民駅伝競走大会
第3回東部総合芸能発表会（田野町ふれあいセンター）13：00～

18 日

19 月

20 火

21 水 1 歳 6 カ月、3 歳児健診（奈半利町防災センター）

22 木

23 金 第44回東部美術展・第39回ふるさと名勝写真展（奈半利町民会館）～26日
古紙回収（馬路）

24 土

25 日

26 月

27 火 リサイクル収集
英会話教室（集会センターうまなび）19：30 ～ 20：30

28 水 乳児生活発表会（馬路保育所）

29 木

30 金

31 土

人　　口
月中異動

増　　加 減　　少 現在
人口合計出生 転入 職権 計 死亡 転出 職権 計

10　月 0 0 0 0 0 0 0 0 741
11　月 0 0 0 0 0 1 0 1 740

馬路村特別村民  12,630 人
（1 1月30日現在）

馬　路　607 人、  310 世帯
魚梁瀬　133 人、　 82 世帯
　（外国人含む）

12　　月
1 月

2 火 有害物収集

3 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

4 木 餅つき（馬路保育所）
持久走大会（魚梁瀬小中学校）

5 金 第51回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）

6 土 馬路熊野神社秋の例大祭・神楽発表会９：00〜
安芸地区中学校新人球技大会（～13日）

7 日 中芸遺産 ART PROJECT 2025（集会センターうま
なび）13：30～15：30

8 月

9 火 リサイクル収集

10 水 持久走大会（馬路小学校）

11 木

12 金 行政相談所（集会センターうまなび）10：00～12：00
人権相談所（集会センターうまなび）10：00～15：00
古紙回収（魚梁瀬）

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土 魚梁瀬杉の子学習発表会（魚梁瀬小中学校）

21 日

22 月

23 火 リサイクル収集
英会話教室（集会センターうまなび）19：30 ～ 20：30

24 水 クリスマス会（馬路保育所）
魚梁瀬小中学校終業式

25 木 馬路小中学校終業式

26 金 古紙回収（馬路）

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水
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村内あちらこちら

11月

10月

編集発行 

▲

馬路村教育委員会
住所 〒781-6201 高知県安芸郡馬路村大字馬路443
ＴＥＬ  ０８８７－４４－２２１６  ＦＡＸ ０８８７－４２－１０１０
Ｅ‐ｍａｉｌ  ｋｙｏｕｉｋｕ＠ｖｉｌｌ．ｕｍａｊｉ．ｋｏｃｈｉ．ｊｐ
印     刷 

▲

株式会社 高知新聞総合印刷

 2 日 第17回ゆずはじまる祭
 7 日 第10回中芸地区小中学校連合音楽会

（田野町ふれあいセンター）
11日 村内小中学校起震車体験

（馬路・魚梁瀬小中学校）
18日 馬路中学校ゆず採りボランティア
 魚梁瀬体育会秋季ビーチバレーボール大会

（魚梁瀬体育館）

 4 日 魚梁瀬地区一斉清掃
 5 日 どっぷり！馬路村Pop up Festa（高知市）
 6 日 馬路村合同学習会（馬路小中学校）
 9 日 馬路地区スカッシュバレーボール大会

（馬路体育館）
11日 魚梁瀬山の学校留学制度オープンスクール

（魚梁瀬小中学校）
12日 馬路地区村民運動会（馬路村民運動場）
15日 魚梁瀬地区はし拳大会（魚梁瀬多目的施設）
18日 馬路保育所運動会（馬路体育館）
 魚梁瀬熊野神社秋の例大祭・弓射式・浦安の舞
 安芸地区中学校駅伝競走大会（安芸市）
19日 馬路地区一斉清掃
22日 馬路地区体力テスト（馬路体育館）
24日 ふれあいミニコンサート（馬路体育館）
25日 魚梁瀬ダム60周年記念イベント・ふれあい
 ミニコンサート（魚梁瀬多目的施設）
25日～27日　武政健夫ガラス彫刻展
 （集会センターうまなび）
26日 第14回馬路村ふれあい祭り

（集会センターうまなび）
26日～27日　第53回馬路村文化祭

（集会センターうまなび）
28日 魚梁瀬地区スカッシュバレーボール大会

（魚梁瀬体育館）
28日～29日　ロープレスキュー訓練
29日 魚梁瀬地区体力テスト（魚梁瀬体育館）
30日 馬路地区ハロウィンパーティー

（集会センターうまなび）
31日 魚梁瀬地区ハロウィン（魚梁瀬多目的施設）

10月28日～29日 ロープレスキュー訓練

10月15日 魚梁瀬地区はし拳大会（魚梁瀬多目的施設）

10月18日 馬路保育所運動会（馬路体育館）

10月18日 魚梁瀬熊野神社秋の例大祭

11月18日 馬路中学校ゆず採りボランティア
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